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延岡学園高等学校 福岡大学附属大濠高等学校
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 0 0 0 0 2 4 (C) 9 1 3 0 4

5 0 0 0 0 2 5 9 1 0 6 1

6 0 0 0 0 0 6 * 13 0 6 1 3

7 - - - - - - - 7 0 0 0 0 1

8 2 0 1 0 0 8 * 14 4 1 0 0

9 * 22 5 3 1 4 9 * 2 0 1 0 3

10 * 12 0 5 2 1 10 0 0 0 0 1

11 * 10 0 3 4 1 11 0 0 0 0 0

12 4 1 0 1 0 12 17 2 3 5 0

14 0 0 0 0 0 13 * 13 1 3 4 1

15 * 13 0 6 1 2 14 * 6 0 3 0 0

18 * 2 0 1 0 3 15 2 0 1 0 0

65 6 19 9 15 0 0 85 9 21 16 14 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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2019年6月23日(日) 会場： 沖縄県立武道館アリーナ10:30

男子準決勝

御手洗亮

原田拓朗

クルーチーフ

1st アンパイア

● ○ (福岡県)(宮崎県)

前田　陽向

選　手　氏　名

諸石　雅也

山本　裕樹

比嘉涼太

No. B2 日時：

選　手　氏　名

中小路　優
イヲク　マルンダマ  ソクラツ

2nd アンパイア

合計

戦　　評

記載者 豊里淳也 （所属） 沖縄県高体連バスケットボール専門部

合計

１Ｑ延岡2-3ｿﾞｰﾝ、大濠ﾏﾝﾂｰﾏﾝでｹﾞｰﾑｽﾀｰﾄ。先制点は大濠＃６。大濠＃８の連続３Ｐで流れをつかむ。延岡は＃15の
ﾎﾟｽﾄﾌﾟﾚｰ、＃10のﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞからの得点で詰め寄り、＃９の３Ｐで逆転するも、すかさず大濠＃８、＃12の連続３Ｐでﾘｰﾄﾞを
奪い返す。17-20で１Ｑ終了。
２Ｑ大濠は中外の素早いパス回しや＃13、＃14のﾄﾞﾗｲﾌﾞでズレを作り、外から得点を狙う。大濠はﾃﾞｨﾌｪﾝｽをｿﾞｰﾝﾌﾟﾚｽ
からの2-3に切り替える。延岡は＃11、＃18がﾄﾞﾗｲﾌﾞから積極的にｼｭｰﾄを狙い、＃15へボールを集めて攻撃を組み立て
る。２Ｑ2度目のﾀｲﾑｱｳﾄ開け、大濠はﾃﾞｨﾌｪﾝｽをﾏﾝﾂｰﾏﾝに戻し、ﾃﾞｨﾌｴﾝｽの強度を上げてミスを誘う。大濠＃8、＃４が
連続得点を重ね、27-41で前半終了。
３Ｑ大濠＃12、＃4の３Ｐから流れをつかむ。延岡は＃11がﾄﾞﾗｲﾌﾞから積極的にシュートを狙うも決まらず。＃15、＃10が
ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞに絡むも、大濠は中を固めて得点を許さない。大濠＃６、＃12が着実に得点を重ね、45-62で３Ｑ終了。
４Ｑ大濠＃13、＃8の３Ｐから流れをつかむ。延岡も激しいプレスから＃11のﾊﾞｽｹｯﾄｶｳﾝﾄなどで食らいつく。対する大濠
は＃６が連続得点とﾃﾞｨﾌｴﾝｽで奮起しﾁｰﾑを盛り上げる。ﾀｲﾑｱｳﾄ開け、両チームｵｰﾙｺｰﾄのﾃﾞｨﾌｪﾝｽでﾌﾟﾚｰシャ-を強
める。延岡＃９、＃12の３Ｐで食らいつくも65-85で試合終了。

西田　陽成

岩下　准平

横地　聖真

岩橋　史門

市川　廉太郎

ポーグ  健

森下　瞬真

片伯部　樂年

眞喜志　梨生

杉　渉夢

ムヤ　カバング  フランシス

木下　岳人

令和元年度　全九州高等学校体育大会
第72回　全九州高等学校バスケットボール競技大会

コーチコーチ 楠元　龍水

西田　公陽

高木　寛大

田邉　太一

島崎　輝

木林　優

黒木　丈

原田　大和

片峯　聡太
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